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●冊数 ●新刊絵本［2019.10下旬刊行予定］
ふたりのパパとヴィオレット
作●エミール・シャズラン／ガエル・スパール
訳●中山亜弓
希望小売価格●1,500円＋税　ISBN978-4-7808-0236-8 C8798

●ご担当者

●電話番号

●注文日

●冊数 ●既刊絵本［2008.4発行］
タンタンタンゴはパパふたり
文●ジャスティン・リチャードソン、ピーター・パーネル　絵●ヘンリー・コール
訳●尾辻かな子、前田和男　価格●1,500円＋税　ISBN978-4-7808-0115-6 C8798

●ご担当者

●電話番号

●注文日

●2019年10月3日

パパが一家にふたりいたら、変？おかしい？
男どうしで夫婦になるなんて、何かの病気？
でもヴィオレットなら「ちっともおかしくない
わ」と言うでしょう。
「パパとダディーはわたしが大好きで、わたし
もふたりのことが大好き。みんなの家族と同じ
なの」と。
“家族って、何？”
どんな家庭も抱えるこの問いにシンプルな答え
を与えてくれる、とある一家の物語です。

注文のみ・返品可 新刊委託配本はございません。10月下旬刊行予定。新刊
ジャンル●絵本・セクシュアリティ（LGBT）・人権

ふたりのパパと
ヴィオレット
作●エミール・シャズラン／シャズラン エミール 訳●中山亜弓
希望小売価格●1,500円+税 判型●A4判変型・上製
頁数●30P ISBN978-4-7808-0236-8　C8798

パパが一家にふたりいたら、変？おかしい？

『タンタンタンゴはパパふたり』
文●ジャスティン・リチャードソン、ピーター・パーネル　
絵●ヘンリー・コール
訳●尾辻かな子、前田和男
定価● 1,500円 +税／A4判横変／ 32ページ／上製　
ISBN978-4-7808-0115-6　

パパが一家に
ふたりいたら
変？

おかしい？
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◉ポット出版LGBT絵本　［2008年4月刊行］

●LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダー）の家族を
テーマにした、フランス発の日本では数少ないタイプの絵本です

●ヴィオレットの両親はゲイのカップル。
そんな二人をヴィオレットの同級生たちはバイ菌扱い。
そのことでヴィオレットもイジメられています。
でも、ヴィオレットは二人のパパを嫌いになんてなりません。
三人はお互いを思いやる大切な家族なのです。

LGBTへの関心が高まり、理解が必要な今、教育現場で、社会で、
さまざまな現場で読まれていく可能性がある絵本です。


